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「キャンプ砂防2024 in 立山・黒部」を開催！（1/2）

開 催 日：令和６年８月２６日（月）～３０日（金）５日間

場   所：常願寺川流域・黒部川流域

参 加 者：大学生、大学院生 ４名
（信州大学、日本大学、筑波大学、東京大学大学院）

主  催：立山砂防事務所、黒部河川事務所

協   力：富山市、立山町、立山カルデラ砂防博物館

事務所長講義

地域行政視察

開 講 式

立山カルデラ砂防博物館

流量観測

「立山砂防」 テーマ：歴史ある砂防の地「立山カルデラ」を実際に見て、体験し、理解を深めよう！
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砂防ソイルセメント見学富山市役所 立山町役場

主催者挨拶
石田事務所長
（立山）

キャンプ生代表
挨 拶

キャンプ生
自己紹介

無人化施工体験

砂防に興味・関心を持つ大学生・院生を対象に、工事現場体験や中山間地域での生活体験を通して、砂防工事が行われている流域の現状や

地域防災への取り組みなどを学び、学習意欲の喚起と職業意識の育成を図ることを目的とした『キャンプ砂防2024 in 立山・黒部』が開催されました。

一昨年（2022年）に引き続き、今年度の『キャンプ砂防』は、立山砂防事務所と黒部河川事務所が合同で実施し、歴史ある砂防の地「立山」と

秘境「黒部峡谷」の砂防事業について現地視察や工事現場での施工を体験し、砂防事業の重要性・必要性の理解を深めました。
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「キャンプ砂防2024 in 立山・黒部」を開催！（2/2）

弥陀ヶ原散策 「黒部河川」テーマ：秘境「黒部峡谷」における砂防事業について考える！

開 催 日：令和６年８月２６日（月）～３０日（金）５日間

 場   所：常願寺川流域・黒部川流域

 参 加 者：大学生、大学院生 ４名
（信州大学、日本大学、筑波大学、東京大学大学院）

 主  催：立山砂防事務所、黒部河川事務所

 協   力：富山市、立山町、立山カルデラ砂防博物館

砂防に興味・関心を持つ大学生・院生を対象に、工事現場体験や中山間地域での生活体験を通して、砂防工事が行われている流域の現状や

地域防災への取り組みなどを学び、学習意欲の喚起と職業意識の育成を図ることを目的とした『キャンプ砂防2024 in 立山・黒部』が開催されました。

一昨年（2022年）に引き続き、今年度の『キャンプ砂防』は、立山砂防事務所と黒部河川事務所が合同で実施し、歴史ある砂防の地「立山」と

秘境「黒部峡谷」の砂防事業について現地視察や工事現場での施工を体験し、砂防事業の重要性・必要性の理解を深めました。

成果報告会及び閉講式

研修レポートでの意見・感想（抜粋）

●立山カルデラ内で現在も行われている工事によって下流域の方々の暮らし
を支え、命を守っていることを実感し、砂防事業を行っていることに誇りを
もち、将来は砂防に関わる仕事に就きたいと憧れを抱くことができました。

●行政の方々がどのような働き方をしているかという具体的な話を聞くことが
できて嬉しかった。砂防事業の特色や立場、仕事内容などの実態を見ること
ができ、将来私が砂防行政の職に就くときの参考になった。

●砂防事業は自然、そして人間を守るために行っているものであり、実際に
災害が起きなければその事業が失敗したか成功したかを判断することは難しい。
このような損得を抜きにして行われている国家事業に対して、どのように向き
合っていけばいいのか、ということが現代の防災に対する課題ではないかと
感じた。

●一生忘れられないような充実した５日間だった。富山平野の人々の暮らしを
守るため、砂防事業に取り組んでいる皆さまへの尊敬の思いが一層強くなった。
これからより勉強に励み、砂防事業で人々の暮らしを守る一員となれるよう、
頑張っていきたい。

黒部峡谷鉄道

黒薙川コンクリートプラント黒薙川第２号下流砂防堰堤

宇奈月ダム見学

修了証書授与

主催者挨拶
大井副所長
（黒部）

主催者挨拶
石田事務所長
（立山）


